
平成２６年度 鳥取県西部沿岸土砂管理連絡調整会議 

説 明 資 料 

平成２６年１０月２９日 

国土交通省 日野川河川事務所 



①富益工区 富益5号潜堤工事（11月末完）  

④両三柳工区 離岸堤１基（9月～） 

③－１ 緊急養浜工事(富益工区)（施工中） 
⑤    養浜工事（12月～）  

③－２ 緊急養浜工事（両三柳第2工区）（施工済）  

 
 
 
 

海岸保全事業の進捗状況について 

皆生工区 両三柳工区 夜見・富益工区 

①富益工区人工リーフ５基目（１１月末完） 

海岸保全事業の進捗状況について 

本年度工事について 

③緊急養浜工事（１１月まで） 
 １．境港工区 → 富益工区     １８，０００ m3 
 ２．境港工区 → 両三柳工区  ２０，０００ m3 

 ⑤富益工区養浜工事（１２月以降） 
       境港工区   → 富益工区 １０，０００m3（予定） 

④両三柳工区 離岸堤１基 （９月～） 
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①富益工区人工リーフ５基目（11月末完成） ④両三柳工区 沖合施設 １基目（９月～） 

②富益工区 災害復旧工事（11月末完） 
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②富益工区 人工リーフ災害復旧 （１１月末完） 

主要な工種 単位 全体 完了 残 

沖合施設 基 23 20 3 

施設改良 基 5 2 3 

突堤 基 42 42 0 

護岸 m 2,322 2,322 0 

緩傾斜護岸 m 720 720 0 

サンドリサイクル 式 1 1 1 
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学識経験者等から必要に応じて、技術的指導・助言を頂き検討に反映する

学識経験者の技術的指導・助言

・流砂系の現状と課題
・土砂管理の取り組み目標

・土砂管理対策と効果

意見を検討に反映

指導・助言を検討に反映

総合土砂管理計画(案)の策定（目標：H26年度）総合土砂管理計画（案）の立案

連絡協議会の開催
（流域対策についての合意形成）

整合を図る

鳥取県西部海岸管理協議会
（海岸域の土砂管理対策についての合意形成）

対策の実施

土砂動態の実態把握（モニタリング(H12～）、定期的な調査（横断測量、河床材料調査等））

必要に応じて
対策の見直し
を行う対策後の効果

を把握する

Ｈ24.3.16
第2回

Ｈ23.9.9
第1回

Ｈ24.2.8
松原教授

Ｈ23.12.22
檜谷教授

Ｈ25.2.21
松原教授、
檜谷教授

Ｈ24.9.5
第3回

Ｈ25.3.15
第4回

Ｈ24.8.23
松原教授、
檜谷教授

Ｈ25.10.29
松原教授、
檜谷教授

Ｈ25.11.8
第5回

Ｈ26.3.4
松原教授、
檜谷教授

Ｈ26.3.13
第6回

（国）

（県）

H23.8.1（H23.9洪水前） H23.9.10（H23.9洪水後） 堆積土砂が流出

日野川流砂系における総合土砂管理計画策定に向けて 
（２）総合土砂管理対策案の一例（河道掘削） （１）総合土砂管理計画策定工程 

 樹林化した砂州の一部を掘削（撹乱）することで、洪水
の自然の営力により、砂州に堆積している土砂を海岸
へ供給させる対策 

 その効果を明らかにするため、H19年度に日野川6.2k
右岸砂州で現地実験を行った。 

 砂州掘削後、H23.9洪水により砂州堆積土砂が流出す
るとともに、澪筋部の深掘れ解消等の治水上の効果も
現れた。 

（３）H25年度の河道掘削実施箇所 

所 属 役 職 氏 名 

鳥取大学 大学院工学研究科 社会基盤工学専攻 教授 松原 雄平 

鳥取大学 大学院工学研究科 社会基盤工学専攻 教授 檜谷 治 

○H26年11月末に第7回総合土砂管理連絡協議会を開催予定 
○総合土砂管理計画（案）の提示、意見交換を実施予定 

日野川6.2k付近 

洪水で洗掘
深が緩和 

学識経験者 

総合土砂管理計画（案） 

●透過型砂防堰堤の整備
●既設砂防堰堤のスリット化
●維持掘削+置き土
透過型砂防堰堤では、土砂堆積により除石が必要と

なる場合があるが、土砂の有効利用の観点から、除石
管理が必要となる前に掘削+置き土策を実施する

●維持浚渫＋置き土
貯水池の維持浚渫で発生した土砂を下流河道へ置き土する

●海岸保全施設の整備
（沖合防護施設、人工リーフ）
●サンドリサイクル、養浜
●防砂突堤の整備（航路維持）、浚渫

●維持掘削＋養浜
河口砂州の堆積土砂は海浜構成材料よりも粗いため、

養浜材料として適している

サンドリサイクル

河口域

砂防域

海岸域

H24.3撮影

●河道掘削（河床撹乱、樹木伐採）＋置き土
樹林化した砂州に堆積している砂を下流に流出させる。
日野川6.2k付近の砂州では、砂州の一部を掘削し撹乱が

生じやすくすることで、洪水により砂州の堆積土砂が流出
した。砂州の一部掘削と置き土を合わせて海岸への土砂を
供給させる。河道域においては樹木の維持管理対策となる

●堰の改築（固定堰の可動化など）

H23.8.1（洪水前）

H23.9.10（洪水後）

河道域

日野川6.2kの現地実験

沖合防護施設

人工リーフ

防砂突堤の整備

浚渫

河口砂州
養浜

植生・樹木繁茂と土砂堆積

流れの向き

置いた土砂が流出

ダム域

H19.5撮影

流れが左岸の
澪筋に集中
（局所洗掘深
の緩和も期待）

6.2k

砂州の一部を掘削
掘削部の河床から
も土砂が流出

河岸侵食により
流出させる土砂

砂州に堆積している土砂 

洪水前後の横断形状の変化 

 上記のように、日野川2.0k付近の中州を一部掘削し、洪水による営力による土砂流
出に期待する対策を実施（H25年度末） 

 掘削により発生した土砂を有効に利用し、細かい粒径（20cm以下）は流出しやすい
河床に置き土、粗い粒径（20cm以上）は洗掘部に投入した。 

 今後はモニタリングを行い効果を確認して行く。 
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砂州の一部を掘削し、洪水流
が流下する水路を作成する
（砂州部で存置した箇所は側
岸侵食に期待する） 

粒径の粗い土砂は洗掘対策
として澪筋部へ投入 

粒径の細かい土砂
は砂州部へ置き土 


